
近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
三
十
九
回
） 

藤
原

ふ
じ
は
ら

の 

大
宮
仕 つ

か

へ 

生
れ
つ
く

や 

娘
子

を

と

め

が
と
も
は 

羨 と
も

し
き
ろ

か
も 

 
 

 
 

 

巻
一―

５
３ 

 
 

 
 

 
 

右
の
歌
は
、
作
者
い
ま
だ
詳
ら
か
に
あ
ら
ず
。 

（
解
説
）
生
ま
れ
つ
き
藤
原
の
大
宮
に
宮
仕
え
す
る
も
の
と
し

て
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
娘
子
た
ち
は
う
ら
や
ま
し
い
限
り

だ
。 

・
こ
の
歌
は
藤
原
の
宮
に
仕
え
る
娘
子
へ
の
羨
望
の
念
を
詠
う

こ
と
で
藤
原
宮
を
讃
え
た
歌
と
い
わ
れ
る
。 

・
藤
原
京
は
持
統
女
帝
（
第
四
十
代
天
皇
）
が
中
国
の
都
城
を

参
考
に
し
奈
良
盆
地
の
南
端
部
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
そ
の
建

築
様
式
は
大
陸
風
で
、
そ
の
規
模
は
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

・
藤
原
の
宮
跡
は
近
鉄
線
の
八
木
駅
と
耳
成
駅
の
間
の
南
方
で
、

大
和
三
山
（
香
久
・
畝
傍
・
耳
成
）
に
囲
ま
れ
て
い
て
そ
の
三
山

の
一
つ
耳
成
山
の
真
北
１
・
５
キ
ロ
ほ
ど
に
、
木
の
よ
く
茂
っ

た
土
壇
が
残
さ
て
い
る
。
こ
こ
が
藤
原
宮
・
大
極
殿
の
跡
（
奈
良



県
橿
原
市
高
殿

た
か
ど
の

町
）
で
あ
り
持
統
天
皇
八
年(

六
九
四)

十
二
月

に
明
日
香
に
あ
っ
た
浄 き

よ

御
原

み

は

ら

宮
か
ら
こ
の
地
に
都
が
移
り
、
文

武
天
皇
を
へ
て
元
明
天
皇
の
和
同
三
年
（
七
一
〇
）
と
三
代
、
十

六
年
間
に
亘
り
都
が
営
ま
れ
た
。 

（
参
考
文
献
）
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
萬
葉
集
」
犬
養
孝
著
「
万
葉
の
旅
」 

高
城
修
二
著
「
神
々
と
天
皇
の
宮
都
を
た
ど
る
」
等 

（
写
生
地
）
藤
原
京
大
極
澱
跡
付
近
か
ら
北
に
そ
び
え
る
大
和

三
山
の
一
つ
耳
成
山
（
１
３
９
・
７
ｍ
）
を
描
く
。（
池
田
杏
花
） 

 


